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市では、市民の皆さんとともに、色と香りのまちづくり「ガー
デニングシティおの」を推進しています。そして、景観として
の緑化にとどまらず、身近なハーブをもっと活用して、市民自
らが、安全で安心な暮らしづくり、さらに環境に配慮した循環
型社会の促進を目指しています。 
本大会は、これまでのハーブに係わる市民活動を全国に発信
し、「みんなの美しいまちづくり」として、多くの方や企業の
参画と協働により開催します。 

小野東小学校・旭丘中学校・小野高等
学校・ローズマリーサークル・特別養
護老人ホームぬく森 

小野産小麦「ふくほの香」のうどん、
山菜おこわ、鹿肉カレー、巻きずしな
ど市内、北播磨の人気グルメが集合。 

ハーブ製品の販売、アロマセラピー・
アロマ製品づくり体験 

ハーブを使った環境にやさしい洗剤づ
くり体験など 

女優としてテレビ、映
画などで活躍。プライ
ベートでは、エコライ
フを実践されています。 

ＮＨＫ総合テレビ「あさ
イチ」やＮＨＫ教育テレ
ビ「趣味の園芸」の講師
などをされています。 

ハーブを取り入れた市民活動事例発表会  
 

ハーブネットワークショップ 
 

ハーブエコスタジオ 
 

小野グルメ紀行 
 

益戸 育江（高樹 沙耶）  氏 
【女優・エコロジスト】 
 

矢澤 秀成 氏 
【園芸研究家】 
 

あると便利・生活に役立つ知恵 
講師：星川雅子氏（神戸布引ハーブ園 副園長） 
 

講師：平井惠子氏（沼田絵本美術館館長） 

 3～12歳の子どもを対象に、大きな画用紙に、 
みんなで絵を描いて一枚の絵を完成させます。 
 
 
 

講師：新井淑子氏（ビューティープランナー） 

フランスの伝統的なブーケ作り教室 
 講師：佐藤早苗氏（フレンチフラワーデザイナー） 
 

家庭で簡単にできるハンドトリートメント体験教室 
 講師：清水勝代氏（ローズマリーサークル代表） 
 

「究極の美容法」を体験 
 

会　　員  21市町村 
賛助会員  11団体 
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ハーブで 
豊かな暮らしを実現 
 

ハーブによる 
街角の緑化推進 
 

ハーブによる健康維持 
 

石窯を使って焼くピザ作り体験。味の決め手は摘みたて 
ハーブのトッピング。 
 

アジア、ヨーロッパでは、家庭料理としてハーブは必需品。 
世界のハーブ料理を堪能。 
 

ハーブリース作り、ハーブ染め体験、ハーブと廃油を使っ 
たエコ石けん作りなど。 
 

「観て楽しむ」ハーブ寄せ植え教室 
 

挿し木で、地域に香りの輪をひろげませんか。 
 

●日時　5月10日（月）12：30～12：50 
●場所　ひまわりの丘公園 
 
一足先にハーブの魅力を 
お届けします。 
 

滝上町 
妹背牛町 

北見市 
仙北市 

美郷町 由利本荘市 

猪苗代町 

酒々井町 

南房総市 
横須賀市 

富士河口湖町 

珠洲市 

池田町 

神戸市 
淡路市 

小豆島町 

姫路市 

邑南町 
別府市 

那覇市 

小野市 



皆
さ
ん
は
、
市
内
に
お
城
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
。 

お
城
と
い
え
ば
、
姫
路
城
な
ど
江
戸
時
代
の
城
を
連

想
し
ま
す
が
、
お
城
の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら
８
０
０

年
前
の
鎌
倉
時
代
ご
ろ
か
ら
造
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
こ

の
時
期
の
お
城
は
、
江
戸
時
代
の
近
世
城
郭
に
対
し
て

中
世
城
郭
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

市
内
に
は
、
こ
の
中
世
城
郭
が
２０
城
以
上
確
認
さ
れ

て
お
り
、
中
世
城
郭
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
も
の
に
は
、
河
合
城（
新
部
町
）、
堀
井
城（
河
合

西
町
）、
小
堀
城
（
河
合
中
町
）、
金
鑵
城（
昭
和
町
）

小
田
城（
船
木
町
）、
豊
地
城（
中
谷
町
）
な
ど
が
あ
り
、

特
に
河
合
地
区
と
下
東
条
地
区
に
は
大
規
模
な
城
が
集

中
し
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
お
城
は
、
播
磨
の
中
世
の
歴
史
と
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
貴
重
な
地
域
史
の
手
が
か
り
と
い
え
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。  

 

地
元
で
は
明
治
時
代
以
降
「
斯

波（
し
ば
）屋
敷
」
と
呼
ば
れ
、
そ

の
規
模
は
、
外
郭
部
も
含
め
る
と

東
西
１
６
０
ｍ
、
南
北
２
０
０
ｍ

の
城
域
を
も
つ
大
規
模
な
中
世
城

郭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

内
部
は
、
東
西
９０
ｍ
、
南
北
１

２
０
ｍ
に
わ
た
り
幅
６
〜
１４
ｍ
、

高
さ
０.６
〜
４
ｍ
の
土
塁
と
呼
ば
れ

る
土
の
壁
と
、
そ
の
外
側
を
幅
９
ｍ
、

深
さ
２
ｍ
の
堀
で
囲
ま
れ
た
主
郭

部（
城
の
中
心
部
）が
あ
り
ま
す
。 

城
の
中
へ
と
入
る
入
口（
虎
口
）は
、

土
の
橋
が
架
か
る
南
側
一
か
所
の

み
で
、
中
世
の
城
の
姿
を
今
も
留

め
て
い
ま
す
。 

 

城
主
や
建
築
時
期
の
詳
細
は
不
明
。「
加
東
郡
誌
」

な
ど
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
の
播
磨
守
護
職
で
あ
っ

た
赤
松
氏
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
具
体
的

史
料
が
乏
し
く
、
謎
と
さ
れ
る
城
跡
の
全
容
解
明
に

重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。 
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今
回
の
調
査
で
は
、
現
地
表
面

か
ら
約
３０
〜
４０
㎝
掘
り
下
げ
た
と

こ
ろ
で
、
南
北
方
向
に
並
ぶ
建
物

の
柱
穴
や
、
建
物
の
柱
を
支
え
る

礎
石
が
傾
か
な
い
よ
う
固
定
す
る

根
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

建
物
の
柱
穴
だ
け
で
な
く
根
石

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
礎

石
を
用
い
た
大
き
な
建
物
が
城
内

に
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
と
な
り
ま

し
た
。 

北側の堀および土塁（南東より） 

建物の柱穴 根石跡 

か
な
つ
る
べ
 

豊地城跡で見つかった土師器皿 

 

小
堀
城
に
つ
い
て
は
、
赤
松
氏

の
一
族
・
三（
光
）枝
氏
を
城
主
と

す
る
記
録
が
あ
る
だ
け
で
、
城
の

規
模
や
構
造
な
ど
が
書
か
れ
た
史

料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
規
模
等
か
ら
推
測
す
る

と
東
播
磨
の
中
世
の
歴
史
に
深
く

関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

地
元
で
は
「
コ
ッ
ポ
リ
城
」
と

呼
ば
れ
、
そ
の
規
模
は
、
２
０
０

ｍ
四
方
の
広
大
な
城
域
を
持
つ
。 

こ
の
城
の
中
央
部
で
竹
薮
と
な

っ
て
い
た
場
所
を
伐
採
す
る
と
二

つ
の
土
塁
を
確
認
。
一
つ
は
、
南

北
方
向
に
６０
ｍ
延
び
、
北
端
で
東

西
に
、
南
端
で
東
に
数
ｍ
張
り
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
土
塁
か
ら
南

へ
５
ｍ
の
所
に
も
う
一
つ
の
土
塁

が
東
西
２７
ｍ
延
び
、
西
端
が
北
に

折
れ
た
形
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
土
塁
の
間
は
、
通
路
と
見

ら
れ
、
土
塁
の
東
側
に
城
の
主
郭

が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
土
塁
の
高
さ
を
周

囲
よ
り
５０
㎝
低
く
し
た
所
も
二
か

所
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 
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発見された土塁上部（南より） 

 

土塁折れ部 

 確認された土塁 

 

 

豊
地
城
は
、
戦
国
時
代
に
東
播
磨
の
有
力
武

将
だ
っ
た
依
藤
氏
の
本
城
。
永
禄
年
間（
１
５
５

８
〜
１
５
７
０
年
）に
は
、
三
木
城
の
別
所
氏
に

滅
ぼ
さ
れ
、
一
族
の
別
所
重
棟
が
城
主
と
な
り

ま
し
た
が
、
１
５
８
０
年
に
羽
柴
秀
吉
の
命
令

で
取
り
壊
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
と
 
い
 
ち
 

 

中
谷
町
城
ノ
土
井
に
所
在
し
、
そ
の
規
模
は
、

東
西
２
０
０
ｍ
、
南
北
１
５
０
ｍ
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

城
の
南
側
に
は
、
幅
１１
ｍ
、
高
さ
５
ｍ
の
土
塁

が
東
西
方
向
に
５０
ｍ
残
り
、
そ
の
外
側
に
は
堀
の

痕
跡
も
認
め
ら
れ
ま
す
。 

今
回
の
調
査
は
、
城
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
た
り
、

堀
跡
や
井
戸
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
堀
跡

は
、
幅
１２
ｍ
、
深
さ
２.５
ｍ
の
大
規
模
な
も
の
で
、

そ
の
中
か
ら
は
多
量
の
瓦
片
が
出
土
し
、
当
時
、

瓦
葺
き
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま

す
。 

堀跡と現存土塁（県立考古博物館提供） 調査地全景（県立考古博物館提供） 

 

問
い
合
わ
せ
先
 

好
古
館（
�

 
３
３
９
０
） 
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平
成
２０
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
市
の
環
境
政
策
の
指
針
と
な

る
「
小
野
市
環
境
基
本
計
画
」
は
、
１
月
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
を
経
て
、
３
月
に
小
野
市
環
境
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
策

定
し
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
『
資
源
循
環
型
社
会
』
へ
の
転

換
を
図
る
た
め
、
自
然
環
境
、
社

会
環
境
、
生
活
環
境
、
物
質
環
境
、

環
境
教
育
、
地
球
環
境
の
６
体
系

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。 

計
画
期
間
は
、
本
年
度
か
ら
平

成
３１
年
度
ま
で
の
１０
年
間
と
し
、

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
「
エ
コ

タ
ウ
ン
お
の
」
の
創
造
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
環
境
基
本
計
画
の
概
要

版
を
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
本
編
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ
（
�

　
１
６
８
６
） 
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3月19日、小野市環境審議会から答申が提出されました 
 

市
で
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
を
図

っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
住
宅
を
普

及
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北
播

磨
地
域
で
初
め
て
一
般
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
支

援
し
ま
す
。 

 ▼
対
象
者
 

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居

住
す
る
住
宅（
店
舗
、
事
務
所
な

ど
の
兼
用
住
宅
を
含
む
）に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ

る
方
、
ま
た
は
、
新
た
に
市
内

に
居
住
さ
れ
る
市
外
居
住
者
で
、

居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
に
対

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
。 

○
建
売
住
宅
供
給
者
等
か
ら
市
内

に
あ
る
対
象
シ
ス
テ
ム
付
き
新

築
住
宅
を
購
入
し
、
居
住
さ
れ

る
方
。 

▼
要
件
　
補
助
金
の
交
付
申
請
時

に
お
い
て
、
対
象
シ
ス
テ
ム
の

設
置
が
着
工
前
ま
た
は
引
き
渡

し
前
で
あ
る
こ
と
な
ど
 

▼
補
助
金
額
 

太
陽
光
電
池
出
力
１
kW
当
た
り

３
５，
０
０
０
円
 

※
10
万
円
を
上
限
と
す
る
 

▼
申
請
受
付
枠
 

予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
 

（
１
０
０
件
程
度
） 

 
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
グ
ル
ー

プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１

６
８
６
） 
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受
付
期
間
　
5
月
１２
日
か
ら
来
年
2
月
１５
日
ま
で
 

北
播
磨
地
域
で
初
め
て
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当
市
出
身
の
上
田
三
四
二
氏（
１
９
２
３
〜
１
９
８
９
）の
歌
人
、
作
家
、

文
芸
評
論
家
と
し
て
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
平
成
２
年
に
は
じ
ま
っ
た

上
田
三
四
二
賞
は
、
平
成
１８
年
度
に
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
名

称
を
変
更
し
、
現
在
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
短
歌
大
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。 そ

の
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
昨
年
、
第
２０
回
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
こ

れ
ま
で
の
一
般
公
募
に
よ
る
短
歌
大
会
に
加
え
、
前
年
中
に
刊
行
さ
れ
た

歌
集
、
句
集
、
詩
集
の
う
ち
最
も
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る
「
小
野
市
詩

歌
文
学
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
、
２
つ
の
大
会
を
併
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
短
歌
、
詩
歌
の
ま
ち
お
の
」
を
さ
ら
に
全
国
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。 講師　岡井隆 氏 

第1回小野市詩歌文学賞 
（短歌部門）受賞 

テーマ 
「詩と歌の間」 
 

歌集（短歌）、句集（俳句）、詩集（詩）各々の 
分野で最も素晴らしい作品の著者を顕彰。 
 

宮中や全国で、ご活躍の選者の先生が、入賞作 
品をパワーポイントで、わかりやすく解説。 

学生の部と一般の部の優秀作品の表彰。 
 

選考委員によるパネルディスカッション 
テーマ「詩歌・言葉の楽しみ」 
【パネリスト】 
馬場あき子氏、 井 喬氏、宇多喜代子氏 
【コーディネーター】 
永田和宏氏 
 

短歌フォーラム終了後、エクラ大会議室におい 
て、選者、講師との懇親会。 
（参加料　1人1,000円） 
 

10：30～12：30　大会議室 
お琴、尺八の演奏や、お茶でおも 
てなし 
 

ぷらっときすみの、山田錦米パン 
工房、ル・ナナンの販売 
 

11：00～12：20  ハートフルサロン 
文化連盟芸能部（唄・踊り）の皆さ 
んが、伝統芸能を披露 
 

問い合わせ先 

いきいき社会創造課 （�　  2445） 

 

◯ 63

第19回 表彰式のようす 

「
葦
舟
」（
第
十
四
歌
集
） 

河
野
 
裕
子
 
氏
 

「
日
常
」（
第
十
四
句
集
） 

金
子
 
兜
太
 
氏
 

「
森
へ
行
く
道
」（
第
五
詩
集
） 

山
本
 
楡
美
子
 
氏
 

し

い

か

 

※「小野市短歌フォーラム」受賞者は6月号で 
　紹介します。 左から「葦舟」「日常」「森へ行く道」 

か
ね
こ
　
　
　
と
う
た
 

か
わ
の
　
　

ゆ
う
こ
 

や
ま
も
と
　
　

ゆ
　
み
　
こ
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第10回目の開催となった「おの恋おどり」は、
今や小野まつりの中で最も注目されるイベントに
成長しています。昨年は県内外から112チーム、
2,500人の方々に参加いただき、県下でも最大級の
ダンスイベントとなりました。 
元気いっぱいのイベントに、ぜひ参加ください。 
●開催日　8月22日（日） 
●場　所　大池総合公園 
　　　　　うるおい交流館エクラほか 
●参加料　まつり運営協力金 １人500円 
　　　　　※中学生以下は無料 
●申し込み方法　所定の申込書に必要事項を記
入のうえ、おの恋おどり事務局へ申し込みく
ださい。 
●申し込み期限　6月30日（水）必着 

小野まつり検討委員会・実行
委員会では、より多くの方々に
親しまれ、愛される「まつり」
づくりを目指して準備を進めて
います。 
市民の皆さんや小野まつりに
来られる方々にお配りする「う
ちわ」の製作スポンサーを募集
します。スポンサーにはうちわ
裏面の一部に広告スペースを提
供します。皆さんのご協力をお
願いします。 
●申し込み締め切り日　 
　6月25日（金） 

8月21日（土）に開催される第33回小野まつり「のど自慢大会」
の出場者を募集します。 
●出場資格　大会当日必ず参加できる方（２人組も出場可） 
※過去の大賞受賞者は出場できません。 
●申し込み方法　住所・氏名･年齢・性別・電話番号を明記
のうえ、ハガキ、ファクスまたはＥメールで、のど自慢事
務局へ申し込みください。応募（送信）後、確認のため事務
局にお電話ください。　 
●申し込み期間　５月16日（日）～６月18日（金）　 
※ハガキは、締め切り当日消印有効 
●定員 
①市内在住（小野市に住民登録がある）の方35名（組） 
②オープン（①で抽選に漏れた方・市外在住の方）30名（組） 
③特別枠５名（組）（応募者の中から実行委員会で決めた条件
に合う方を選出） 
※①②それぞれ、応募者多数の場合は抽選。 

出場者決定抽選会・説明会 
●日　時　６月27日（日）14：00～ 
●場　所　うるおい交流館エクラ 
●参加料　運営協力金１人（組）2,000円 
　　　　　※中学生以下は無料 
●選　曲　説明会までに決定（それ以降の変更は不可） 
　　　　　※曲は３分以内 

●日時　５月16日、６月６･20日、７月４・ 
　　　　11・25日、８月８日（全て日曜日） 
　         10：00～ 
※8月21日リハーサル、22日本番 
●講習料　1，000円（４か月分） 
●申し込み期限　６月20日（日）まで 

●日時　５月16日（日）14：30～ 
　　　　　　　　　　（受付14：00～） 
●場所　うるおい交流館エクラ 大会議室 

申し込み・問い合わせ先 
　　観光課（�　 １９２９） ◯ 63

おの恋おどり 
のど自慢 
 
小野市中島町72番地　うるおい交流館エクラ 
（NPO法人 北播磨市民活動支援センター） 

� ◯ 8650　FAX ◯ 2400　 
� ◯ 8156　FAX ◯ 2400　 
onomatsuri@ksks-arche.jp

62

62

64

63

（おの恋おどり出場チーム募集および講習会
募集の詳細は、うるおい交流館エクラに備え
付けのチラシをご覧ください。） 
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【
主
な
内
容
】 

●
平
成
２５
年
１０
月
「
北
播
磨
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
に
向
け
、

企
業
団
派
遣
職
員
・
市
民
病
院

事
務
部
職
員
を
増
員
。 

●
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
相
談
・

支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
「
福
祉
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設（
来
年
度
）

に
向
け
、
準
備
担
当
課
長
を
配
置
。 

●
道
路
舗
装
整
備
５
か
年
計
画（
市

道
舗
装
率
を
９５
％
か
ら
９９
％
へ
）

を
推
進
す
る
た
め
、
土
木
技
術

職
員
を
増
員
。 

●
市
内
建
築
物
の
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
の
促
進
、「
福
祉
　
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
公
共

施
設
の
新
築
・
改
修
の
た
め
、

建
築
技
術
職
員
を
増
員
配
置
。 

【
人
事
配
置
の
効
率
化
】 

市
民
１
０
０
人
当
り
の
職
員
数（
病

院
、
消
防
を
除
く
）は
、
０.
５
７

０
人（
昨
年
０.
５
８
３
人
）と
引
き

続
き
県
内
１０
万
人
以
下
の
市
で
は

最
少
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
女
性
職
員
の
管
理
職
へ

の
積
極
的
な
登
用
を
図
り
、
女
性

管
理
職
の
比
率
は
２２.
２
％
（
昨
年

２１.
０
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

部長級の異動は次のとおりです。 
 
 
●市民安全部長（兵庫県警察本部警視）松田哲也 
●消防長（消防本部総務課長）友定芳継 
●議会事務局長（教育委員会教育次長）今村義明 
●教育委員会教育次長（教育委員会教育総務課長） 
　松井伸行 
 
 
●総務部参事・小野市都市施設管理協会派遣 
  （総務部税務課長）酒井敏伸 
●市民安全部次長・防災・地域安全リーダー 
  （市民安全部主幹・環境政策リーダー）小西俊寛 
●市民安全部参事・小野加東広域事務組合派遣 
  （水道部課長・管理リーダー）青木輝剛 
●市民安全部参事・小野加東環境施設事務組合派遣 
 （市民安全部課長・小野加東環境施設事務組合派遣）
　橋本和基 
●水道部参事・工務リーダー 
  （地域振興部道路河川課長）山田一彦 
●会計管理者（選挙管理委員会事務局長）冨田章 
●消防本部参事 
  （消防本部消防署長兼消防署消防課長）藤本定幸 
●農業委員会事務局長 
  （総務部参事・小野市都市施設管理協会派遣） 
　藤木 一人 
●選挙管理委員会事務局長（監査事務局主幹） 
　横山明彦 
（　）内は旧職名 

１
年
ぶ
り
に
小
野
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
小
野
の
地
域
医
療
に
貢
献
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

以
前（
８
年
前
）に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

再
び
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
他
院
で
身

に
付
け
た
医
療
知
識
を
駆
使
し
、
頑
張
り

ま
す
。
病
院
内
で
見
掛
け
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

兵
庫
医
大
病
院
救
命
セ
ン
タ
ー
を
経
て
小

野
市
民
病
院
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
小
野
で
の
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
ま
す
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

小
野
市
民
病
院
で
研
修
医
と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
北
村
で

す
。
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 初
期
臨
床
研
修
医
の
永
田
で
す
。
小
野
市

の
み
な
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
た
く
さ

ん
勉
強
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

初
め
ま
し
て
。
こ
の
春
か
ら
内
科
で
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

小
野
市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

こ
ん
ど
う
ひ
と
み
 

き

た

の

さ

ち

 

か
げ
や
ま
た
か
ひ
さ
 

な

が

た

ま

ち

こ

 

も
ろ
お
か
た
か
と
し
 

き
た
む
ら

さ
と
る
 



18級からスーパー級 
6級から1級 
20級から1級 
9級からスーパーＥ級 
初級・中級・上級 
初級・中級・上級　 

小学校漢字 
中学校漢字 
小学校計算 
中学校計算 
スピード計算 
音 読  

○ 

※各級を合格された方には、合格認定書を 
　送付します。 

�　 0261 
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 
◯ 70
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�

夜間における犯罪の防止と通行の安全をはかり、
安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、
市では防犯灯の設置事業を行っています。 
●防犯灯設置事業 
各自治会の申請をもとに調査のうえ、防犯灯を設
置します。維持管理は各自治会にお願いしています。 
設置要件 
①不特定多数の方が夜間通行し、防犯上設置が必要
と思われる道路。 
②30ｍ以内に道路照明灯など他の照明器具がない。 
③関西電力㈱の電柱から電気引き込みが可能な場所。 
申請方法　 
自治会内で協議のうえ、区長と防犯協会支部長の
連名で、必要書類とともに申請書を提出してください。 
申請書配布・提出先および問い合わせ先 
防災・地域安全グループ（� ◯338 7） 

県の安心こども基金
を活用して購入した夜
光反射タスキ・リスト
バンドを、市内の幼稚
園・小学校・中学校・
特別支援学校の各園児・
児 童 ・ 生 徒 全 員（ 約
4,900人分）に無償配布
しました。 
 

4月2日、松田市民安全部
長から小野小学校山本校長、
小野中学校服部校長に贈呈 

5月1日（土）～4日（祝）までの4日間は通常より1時間延長し、 
23：00まで営業します。（最終受付22：30）  
 

●「俳画展」 
　　　5月 2日（祝）～23日（日） 
●「小野さつき展」 
　　　5月27日（木）～30日（日） 

毎年、好評をいただいている 入゙浴＋食事＋マッサージ　
がセットになった『くつろぎセット』や、岩盤浴がセット
になった『岩盤浴セット』など、各種ギフトを取り揃えて
います。普段なかなか言えない感謝の気持ちを、温泉の温
かさと一緒に届けてみませんか？ 

5月は、何かと行事が多いものです。ギフト用入浴券は、
帰省客のおもてなしや、大会の賞品・参加賞、また端午の
節句のお返しなどにご好評いただいています。 

゛ 

お
の
検
定
が
楽
し
み（
居
宅
介
護 

支
援
事
業
所
七
宝
に
て
） 

63
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小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃

棄
物
焼
却
処
理
過
程
で
発
生
す
る

排
出
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
つ
い
て
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。 

測
定
値
は
、
国
の
排
出
基
準
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、
ご
み
の
資
源
化
、
減

量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
等
の
団

体
が
行
う
資
源
ご
み
集
団
回
収（
廃

品
回
収
）を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
青

少
年
の
環
境
教
育
の
た
め
に
も
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

詳
細
は
１
、
２
か
月
く
ら
い
前

に
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
お
知
ら
せ

が
あ
り
ま
す
。
回
収
予
定
日
は
左

表
の
と
お
り
で
す
が
、
学
校
の
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
学
校
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

小野小学校 

小野東小学校 

河合小学校 

来住小学校 

市場小学校 

大部小学校 

中番小学校 

下東条小学校 

小野中学校 

河合中学校 

小野南中学校 

旭丘中学校 

◯2725  

◯3192  

◯2913  

◯2735  

◯2745  

◯2755  

◯0043  

◯0033  

◯2720  

◯2907  

◯2731  

◯2750

7月  4日 

7月  3日 

5月  9日 

5月15日 

6月  5日 

5月23日 

5月  8日 

5月16日 

5月  8日 

7月  4日 

7月  3日 

7月  4日 

10月17日 

10月  2日 

9月  5日 

11月20日 

10月16日 

10月24日 

11月13日 

10月24日 

12月  4日 

11月28日 

1月29日 

12月12日 

1月16日 

2月  5日 

1月16日 

―      

―      

1月30日 

1月29日 

2月  6日 

―      

2月20日 

―      

―     

集団回収予定日 実施学校 電話番号 

単位：ngTEQ／m3Ｎ 

30ｔ／16ｈ 

30ｔ／16ｈ 

50ｔ／16ｈ 

 

0.015 

0.0017 

0.035

10 

10 

5 

 （平成21年12月1日測定） 

※ng（ナノグラム）はg（グラム）の10億分の1

焼却炉 焼却処理能力 

1号炉 

2号炉 

3号炉 

測定結果 排出基準 

平
成
平
成
２１
年
度
年
度
 

消
費
生
活
相
談
の
ま
と
め

消
費
生
活
相
談
の
ま
と
め
 

平
成
２１
年
度
の
消
費
生
活
相
談

総
件
数
は
２
１
８
件
に
な
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
9
件（
3
％
）

減
少
し
ま
し
た
。 

相
談
内
容
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
続
い
て
「
多
重
債
務
・

サ
ラ
金
相
談
」
が
多
く
、
次
い
で

「
有
料
サ
イ
ト
」、「
架
空
請
求
関
連
」

の
順
に
な
る
な
ど
、
相
談
内
容
が

高
度
で
複
雑
な
も
の
に
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、「
有
料
サ
イ
ト
」
に
関
す

る
相
談
は
、
若
年
層
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
及
ん
で
お
り
、

今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
は
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

市
で
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
６

８
６
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◯ 63

63 

63 

66 

63 

63 

63 

67 

67 

63 

66 

63 

63



税
金
・
年
金
・
保
険
医
療
・
福
祉
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▼
所
得
の
低
い
方
の
軽
減
 

昨
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
本
年

度
の
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
額
は
昨
年
度
と
同
様
で
す
。 

●
均
等
割
額
 

▼
保
険
料
の
計
算
方
法
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営

す
る
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
決
算
剰
余
金
約
６７
億
円

の
活
用
と
、
兵
庫
県
に
設
置
し
て

あ
る
財
政
安
定
化
基
金
か
ら
約
２１

億
円
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、

均
等
割
額
の
据
え
置
き
と
、
所
得

割
率
の
上
昇
を
０
・
１６
％
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
４
月
か
ら
６５
歳
未
満
で
倒
産
・

解
雇
、
雇
い
止
め
等
に
よ
り
離
職

さ
れ
た
方
の
国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。 

▼
対
象
 

①
倒
産
、
解
雇
な
ど
の
事
業
主
都

合
に
よ
り
離
職
し
た
雇
用
保
険

の
特
定
受
給
資
格
者
 

②
雇
用
期
間
満
了
な
ど
に
よ
り
離

職
し
た
雇
用
保
険
の
特
定
理
由

離
職
者
 

▼
軽
減
額
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、

前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定

し
ま
す
。
軽
減
は
、
前
年
の
給

与
所
得
を
そ
の
1
0
0
分
の
３０

と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。
高

額
療
養
費
な
ど
の
所
得
判
定
区

分
も
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の

1
0
0
分
の
３０
と
し
て
算
定
し

ま
す
。 

▼
軽
減
期
間
　
離
職
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で
 

▼
手
続
き
　
軽
減
を
受
け
る
に
は

届
出
が
必
要
で
す
。
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
・
印
か
ん
を
持

参
し
て
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係
（
�

　
１
４
６
９
） 
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●
所
得
割
額
 

総
所
得
金
額
等
か
ら
３３
万
円
を

控
除
し
た
額
が
５８
万
円（
年
金
収
入

の
み
の
方
は
２
１
１
万
円
）以
下
の

方
は
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

▼
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減
 

制
度
加
入
の
直
前
に
、
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
当
分
の
間
、

所
得
割
額
は
か
か
ら
ず
、
均
等
割

額
も
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す（
特
例
と

し
て
、
本
年
度
は
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
、
年
額
４，
３
９
２
円

と
な
り
ま
す
）。 

な
お
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保

険
や
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 

▼
保
険
料
額
の
通
知
　
個
人
ご
と

の
保
険
料
額
は
７
月
中
頃
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
福
祉

高
齢
医
療
係（
�

　
１
４
６
９
） 

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局（
�

０
７
８
　
２
０

２
１
） 
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毎
日
の
介
護
で
疲
れ
や
悩
み
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
介
護
し
て

い
る
方
同
士
が
、
日
頃
の
介
護
に

つ
い
て
語
り
合
い
、
悩
み
を
出
し

合
っ
た
り
…
。
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

疲
れ
や
悩
み
を
少
し
で
も
癒
す
こ

と
が
で
き
る
ひ
と
と
き
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

※
無
料
送
迎
あ
り
 

※
交
流
会
の
間
、
認
知
症
の
方
の

介
護
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

（
要
予
約
・
無
料
） 

▼
日
時
　
５
月
２６
日
（水）
　１３
時
３０
分

か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
 

①
「
が
ん
ば
ら
な
い
介
護

〜
知
る

こ
と
で
お
気
楽
介
護
認
知
症
〜
」

講
師
・
大
植
病
院
　
臨
床
心
理

士
　
中
山
隆
人
氏
 

②
交
流
会
 

③
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
５
月
１０
日
（月）

ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

社
会
福
祉
協
議
会
（
�

　
２
５

７
５
） 
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※65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最 
　大15万円を控除して軽減判定を行います。 

総所得金額等（被保険者+世帯主）が次の基準額以下の世帯 
軽減割合 
（軽減後の均等割年額） 

基礎控除額 
（33万円） 
 

被保険者全員の各所得（年金所得は控除 
額を80万円として計算）が0円 

上記以外 

9割（4,392円） 

8.5割（6,588円） 

5割（21,962円） 

2割（35,139円） 

基礎控除額（33万円）+24.5万円×被保険者の数 
（被保険者である世帯主を除く） 

基礎控除額（33万円）+35万円×被保険者の数 

保険料率 

所得割率 

平成 
22・23年度 

平成 
20・21年度 

8.23％ 8.07％ 

（2年ごとの見直し） 

均等割額 43,924円 43,924円 

均等割額 
43,924円 

所得割額 ＋ 
（平成21年中の総所得金額等－330,000円） 

　　×8.23％ 

＝
 

平成22年度保険料額（最高限度額50万円） 
※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた
金額です（ここでいう控除額とは、公的年金等
控除額、給与所得控除額、必要経費のことをい
い、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は
含みません）。 

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
納
付
期

限
は
５
月
３１
日
（月）
と
な
っ
て
い
ま

す（
口
座
振
替
日
、
５
月
３１
日
）。 

ま
た
、
本
年
５
月
か
ら
軽
自
動

車
税
に
限
り
、
従
来
の
金
融
機
関

で
の
納
付
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
書
に
よ
る

支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
付
い
て
い

な
い
納
付
書
で
の
支
払
い
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課（
�

　

１
０
０
０
内
線
５
８
３
・
５

８
５
） 

 

※
卒
業
さ
れ
た
方
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
、
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
の
申
請
が
で
き

ま
す（
３０
歳
未
満
の
方
に
限
り
ま

す
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

　
１
０
１
６
） 
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国
保
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

国
保
の
被
保
険
者
の
資
格
を
得
た

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
資
格
喪
失
後
に
国
保
の

保
険
証
で
医
療
を
受
け
る
と
国
保

が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
次

に
該
当
す
る
方
は
、
１４
日
以
内
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

▼
国
保
に
加
入
す
る
と
き
 

①
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
 

②
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
 

③
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

で
な
く
な
っ
た
 

④
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
 

▼
国
保
を
や
め
る
と
き
 

①
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る
 

②
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
 

③
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
っ
た
 

④
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
 

▼
日
時
　
5
月
２６
日
（水）
　１０
時
か
ら

１５
時
３０
分
 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
き
・
ね

ん
き
ん
特
別
便
・
年
金
に
関
す

る
相
談
等
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
2
階
 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課

市
民
係
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
で
も
可
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
 

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基

礎
年
金
番
号
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
年
金
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

市
民
係
（
�

　
１
０
１
６
） 

 

昨
年
度
、
承
認
を
受
け
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
学
生
納
付

特
例
の
申
請
書
が
届
い
た
方
で

（
４
月
上
旬
）、
そ
の
申
請
書
を

提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
市
役
所

で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。 

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。 

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
学
生
の
方
に
は
、
学

生
本
人
の
所
得
が
1
1
8
万
円（
目

安
）以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
学
生
 

※
夜
間
、
通
信
制
課
程
や
定
時
制

課
程
の
学
生
を
含
む
。 

▼
手
続
き
に
必
要
な
物
 

①
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書（
各

種
学
校
の
学
生
は
、
修
業
年
月

日
が
1
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
） 

②
年
金
手
帳
 

③
印
か
ん
 

※
会
社
等
を
退
職
さ
れ
て
学
生
に

な
ら
れ
た
方
は
①
〜
③
に
加
え

て
次
の
書
類
の
い
ず
れ
か
が
必

要
で
す
。 

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票（
コ

ピ
ー
で
も
可
） 

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
コ

ピ
ー
で
も
可
） 

▼
承
認
期
間
　
平
成
２３
年
3
月
ま

で
 

手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。 

昨
年
度
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け

た
方
も
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。 

●セブン‐イレブン 
●デイリーヤマザキ 
●セイコーマート 
●ハートイン 
●生活彩家 
●スパー（北海道） 
●ハートイン 
●アズナス ※ 

利用できるコンビニエンスストア 
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●ファミリーマート 
●サークルＫ 
●ココストア 
●ミニストップ 
●ポプラ 
●ＲＩＣマート 
●コミュニティ・ストア 
●ｋｉｏＸ端末設置店 
●ＫＰＬＡＴ ※ 

●ローソン 
●サンクス 
●ａｍ／ｐｍ 
●セーブオン 
●くらしハウス 
●スリーエフ 
●エブリワン 
●スリーエイト 
●アンスリー ※ ※料金収納取扱のある店舗 

　で利用できます 
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高
齢
介
護
・
義
援
金
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
・
環
境
・
縦
覧
・
景
観
 

市
に
お
け
る
大
気
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
２１
年
８
月
お
よ
び
本
年
２
月
に
、

市
総
合
体
育
館（
ア
ル
ゴ
）と
コ
ミ

セ
ン
お
お
べ
の
２
か
所
で
測
定
を

行
い
ま
し
た
。 

調
査
結
果（
平
均
値
で
比
較
）は
、

環
境
基
準（
０.６
ｐ
ｇ
　

―
　

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
3
m
）

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
大
気
環
境

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
作
成
し
た
、
神
戸
電
鉄
市
場
駅
・

樫
山
駅
周
辺
地
区（
第
４
回
変
更
）

お
よ
び
小
野
東
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
周
辺
地
区（
第
３
回
変
更
）の
都

市
再
生
整
備
計
画
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。 

▼
期
間
　
5
月
１０
日
（月）
か
ら（
8
時

４５
分
か
ら
１７
時
１５
分
） 

※
縦
覧
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整

備
係
 

※
総
合
政
策
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
概
要
版
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

（
 　　

　
　
　
　
　
　
） 
　
 
 
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
都
市
整
備
係（
�

　
１
８
８
４
） 

 

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
監
視

の
た
め
、
加
古
川
、
東
条
川
、
万

勝
寺
川
な
ど
計
１１
河
川
、
１８
地
点

に
つ
い
て
年
４
回（
た
だ
し
、
船
木

川
は
年
１
回
）水
質
測
定
を
行
い
ま

し
た
。 

人
の
健
康
保
護
に
関
す
る
項
目（
健

康
項
目
）は
、
全
地
点
に
お
い
て
環

境
基
準
以
下
。 

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項

目（
生
活
環
境
項
目
）は
、
大
腸
菌

群
数
で
高
値
を
示
し
た
河
川
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
河
川
の
汚
れ
を
測
る

代
表
的
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
）は
、
全
測
定

地
点
で
環
境
基
準
以
下
で
あ
り
、

有
機
汚
濁
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

な
お
、
各
河
川
の
測
定
結
果
は

市
民
安
全
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ（
�

　
１
６
８
６
） 

 

市
内
の
ま
ち
か
ど
や
公
共
施

設
の
景
観
で
、
花
壇
な
ど
を
花

や
ハ
ー
ブ
で
彩
り
、
道
行
く
人
々

を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
な
緑
化
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
景
観
の
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
市
内

の
美
し
い
景
観
を
応
募
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

写
真（
Ａ
４
サ
イ
ズ
以
上
）ま
た
は
、

写
真
デ
ー
タ（
３
Ｍ
Ｂ
以
上
）を
、

郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。 

▼
注
意
事
項
 

①
写
真
は
本
年
中
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
と
し
、
裏
面
に
氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
写
真
デ
ー
タ
で
の
応
募
の
場
合

は
Ｃ
Ｄ
　

―
　

Ｒ
に
て
受
け
付
け
ま
す
。 

③
応
募
写
真
は
、
今
後
、
景
観
Ｐ

Ｒ
等
で
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

④
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
撮
影
技
術

を
競
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
応
募
締
め
切
り
日
　
５
月
１４
日

（金）
必
着
 

▼
コ
ン
テ
ス
ト
公
開
期
間
　
５
月

２２
日
（土）
か
ら
３０
日
（日）
ま
で
 

▼
コ
ン
テ
ス
ト
会
場
　
う
る
お
い

交
流
館
エ
ク
ラ
　
ハ
ー
ト
フ
ル

サ
ロ
ン
 

▼
応
募
用
紙
設
置
場
所
　
Ｊ
Ｒ
各

駅
、
神
戸
電
鉄
小
野
駅
、
各
コ

ミ
セ
ン
、
市
総
合
体
育
館
（
ア

ル
ゴ
）
、
う
る
お
い
交
流
館
エ

ク
ラ
、
小
野
商
工
会
議
所
 

※
観
光
課
、
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ

ト
小
野
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
観
光
課
景
観

整
備
係
（
�

　
２
１
８
２
） 

 

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、 

環
境
基
準
を
ク
リ
ア
！

環
境
基
準
を
ク
リ
ア
！ 

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、 

環
境
基
準
を
ク
リ
ア
！ 

市総合体育館 
（アルゴ） 

 

コミセン 
おおべ 
 
 

Ｈ21.8.24～31 

Ｈ22.2.15～22 

Ｈ21.8.24～31 

Ｈ22.2.15～22 

 

0.016 

0.038 

0.019 

0.028 

 

0.027 

 

0.024 

 

 

0.6 
 
 
 

単位：pg‐TEQ／m3
 

環境基準 平均値 測定結果 調査日 調査地点 

〜
全
体
的
に
き
れ
い
な
水
質
で
推
移
〜
 

◯ 63

◯ 63

神
戸
電
鉄
市
場
駅
・
樫
山
駅
周
辺
地
区
 

小
野
東
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
周
辺
地
区
 

http://w
w
w
.city.ono.hyogo. 

jp/p/1/8/11/1

◯ 63

昨年、市長賞を受賞された橋本さん宅のガーデ 
ニング（天神町） 
 

フォト 
コンテスト 
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高
齢
者
等
の
居
住
環
境
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
に
か
か
る
費
用
を
助

成
し
ま
す
。 

▼
対
象
箇
所
　
①
浴
室
・
洗
面
所

②
便
所
③
玄
関
④
台
所
⑤
廊

下
階
段
⑥
居
室
 

▼
内
容
 

▼
留
意
事
項
 

①
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

・
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の
み

の
方
で
、
前
年
の
給
与
収
入
が

８
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
 

・
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の
み

以
外
の
方
で
、
前
年
の
所
得
が

６
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
 

②
す
で
に
工
事
が
終
了
、
ま
た
は

着
工
し
て
い
る
場
合
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
、
工
事

に
取
り
か
か
る
前
に
相
談
く
だ

さ
い
。 

③
こ
の
制
度
を
す
で
に
利
用
さ
れ

た
世
帯
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
介
護
課

長
寿
福
祉
係（
�

　
１
５
０
９
） 

地
震
や
台
風
、
洪
水
、
雷
等
で

大
き
な
被
害
を
受
け
る
前
に
、
も

し
も
に
備
え
て
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

共
済（
住
宅
再
建
共
済
）に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。 

  

▼
加
入
対
象 

県
内
に
住
宅
を
持
っ
て
い
る
方（
マ

ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者
・
賃

貸
住
宅
の
オ
ー
ナ
ー
を
含
む
） 

※
住
宅
１
戸
に
つ
き
、
１
口
の
み

加
入
で
き
ま
す
。 

▼
給
付
額 

▼
掛
け
金 

年
額
５，
０
０
０
円 

年
度
途
中
に
加
入
す
る
場
合
、

翌
年
３
月
ま
で
の
月
数
に
５
０

０
円
を
掛
け
た
額（
上
限
５，
０

０
０
円
） 

▼
給
付
金
の
対
象 

地
震
、
台
風
、
水
害
、
雷
な
ど

で
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
、

住
宅
を
再
建
、
補
修
す
る
か
、

賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
方 

▼
地
震
保
険
と
の
関
係 

こ
の
共
済
制
度
は
保
険
で
は
な

い
た
め
、
地
震
保
険
と
は
別
に

給
付
さ
れ
ま
す
。 

▼
加
入
手
続
き 

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
の
届
け

出
印
を
押
し
て
、
防
災
・
地
域

安
全
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
区
長（
自

治
会
長
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

※
申
込
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
防
災
・

地
域
安
全
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

防
災
・
地
域
安
全
グ
ル
ー
プ

（
�

３
３
８
７
）
兵
庫
県
住
宅

再
建
共
済
基
金
（
�

０
７
８
　

９
４
０
０
） 
 

全壊補修 
大規模半壊補修 
半壊補修 

全壊・大規模半壊・
半壊で、再建また
は購入した場合 

600万円 
（県外での再建・購入
の場合300万円） 

10万円 
（賃貸住宅の場合は、県
外での再建・購入は対象
外となり、居住確保給付
金も支給されません。） 

全壊・大規模半壊・
半壊で、再建・購
入・補修せず賃貸
住宅に入居した場
合等 

200万円 
100万円 
50万円 

居住確保 
給付金 

再建等 
給付金 

補修 
給付金 

給付金 給付対象 給付額 

◯ 63

◯ 362

ま
さ
か
よ
り
、

ま
さ
か
よ
り
、
も
し
も
に
備
え
て

も
し
も
に
備
え
て 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済 
高
齢
介
護
 

◯ 63

１
月
１２
日
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ

大
地
震
の
被
災
者
を
救
援
す
る
た
め
、

１
月
２２
日
か
ら
２
月
２６
日
ま
で
市

役
所
２
階
ロ
ビ
ー
に
義
援
金
箱
を

設
置
す
る
な
ど
し
て
義
援
金
を
受

け
付
け
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援

金
は
、
（財）
神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団

に
寄
託
し
て
現
地
に
届
け
て
い
ま
す
。

義
援
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

義
援
金
合
計
　
３
７
７，
３
２
６
円
 

 ▼
問
い
合
わ
せ
先
　
防
災
・
地
域

安
全
グ
ル
ー
プ
（
�

　
３
３
８

７
） 

◯ 63

過去にご協力いただいた災害被災者救援のための義援金 

台風23号被害・新潟中越地震 
Ｈ16年台風被害 
スマトラ沖大地震 
パキスタン大地震 
ジャワ島中部地震 
新潟県中越沖地震 
中国・四川大地震 
兵庫県西・北部水害 
 

Ｈ16 
Ｈ16 
Ｈ17 
Ｈ17 
Ｈ18 
Ｈ19 
Ｈ20 
Ｈ21 
 

590,976円 
2,535,432円 
370,680円 
319,084円 
256,550円 
303,185円 
417,762円 
349,667円 

 

（財）神戸新聞厚生事業団に寄託 
市内の被災された方に分配 
 
 
 
 
 

災害名 時期 義援金 備考 

特別型 一般型 

工事費 
限度額 

介護認定で要介護または要支援の認定を受 
けた方のいる世帯 

100万円 
（福祉制度80万円＋介護保険制度20万円） 

60歳以上の高齢者のいる 
世帯 

100万円 
（3箇所以上の改造および 
箇所ごとに必須工事あり） 

改造箇所ごとに、それぞれ限度額があります 

2分の１～全額 
※世帯の課税状況により異なります 
　（介護保険分を除いた額に適用） 

3分の1

※所得税額が７万円を超える方がいる世帯は、一般型の助成率および限度額を適用 

対象者 

助成率 

（財）神戸新聞厚生事業団に寄託 
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こ
の
た
び
、
小
野
ひ
ま
わ
り
市

民
農
園
で
は
、
現
在
開
設
中
の
３９

区
画
に
加
え
、
新
た
に
２２
区
画
の

農
園
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。 

「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
」
を
見
下

ろ
す
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
花
や

野
菜
の
栽
培
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
場
所
　
小
野
市
浄
谷
町
 

▼
利
用
料
 

１
区
画
１
５，
０
０
０
円（
年
間
） 

※
必
要
に
応
じ
て
、
栽
培
指
導
あ

り
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

産
業
課
農
業
振
興
係（
�

　
１
９

２
８
） 

 

こ
の
融
資
制
度
は
、
勤
労
者
の

皆
さ
ん
が
市
内
に
住
居
を
建
築
・

購
入
等
さ
れ
る
際
の
支
援
を
行
う

た
め
、
市
が
近
畿
労
働
金
庫
と
提

携
し
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
制
度
で
す
。 

▼
融
資
利
率
　
固
定
型
２.
３１
％
 

▼
融
資
限
度
額
　
２，
０
０
０
万
円

以
内（
新
築
購
入
・
増
改
築
と
も
） 

▼
融
資
期
間
　
３５
年
以
内（
新
築
購

入
・
増
改
築
と
も
） 

▼
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方
　
次
の

①
〜
⑥
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
 

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
勤
労
者（
事
業
主
お
よ
び
家
族

従
業
者
は
除
く
）で
、
同
一
事
業

所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
同
一
事
業
所
に
３
年
以

上
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
方
 

②
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
（
増

改
築
を
含
む
）
ま
た
は
購
入
し

よ
う
と
す
る
方
 

③
融
資
金
の
返
済
能
力
が
十
分
に

あ
る
方
 

④
年
齢
が
満
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満

の
方（
た
だ
し
、
完
済
時
の
年
齢

が
満
７６
歳
未
満
の
方
） 

⑤
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
 

⑥
融
資
機
関
の
指
定
す
る
保
証
機

関
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
方
 

▼
担
保
　
原
則
と
し
て
融
資
す
る

建
物
お
よ
び
そ
の
土
地
に
、
第

１
位
順
位
の
抵
当
権
を
設
定
し

ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
金
融
支

援
機
構
・
年
金
等
の
公
的
融
資

を
併
用
す
る
場
合
は
後
順
位
で

も
可
能
で
す
。 

▼
融
資
時
期
　
原
則
と
し
て
抵
当

権
設
定
登
記
後
に
な
り
ま
す
。 

▼
返
済
方
法
　
融
資
の
翌
月
か
ら

元
利
均
等
月
賦
返
済
と
な
り
ま

す（
ボ
ー
ナ
ス
償
還
併
用
も
可
能
）。 

▼
受
け
付
け
期
間
　
常
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
融
資
枠
に

達
し
た
場
合
は
締
め
切
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
商
工

振
興
係（
�

　
１
９
２
８
）ま
た

は
近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店（
�

０
７
９
５
　
５
５
５
１
） 

◯ 23
◯ 63

こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、
市
内

に
主
た
る
事
業
所（
金
融
、
遊
興
、

娯
楽
等
は
除
き
、
か
つ
、
兵
庫
県

信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業
種

に
限
る
）ま
た
は
営
業
所
を
有
し
、

１
年
以
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
で
、
市
ま
た
は
社

税
務
署
に
営
業
申
告
し
て
お
り
、

市
税
を
滞
納
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。 

▼
融
資
利
率
　
１
・
１５
％
 

※
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

が
必
要
で
す
。 

▼
融
資
限
度
額
　
 

○
運
転
資
金
・
設
備
資
金
・
公
害

除
去
設
備
資
金
 

１，
５
０
０
万
円
以
内
 

○
転
業
資
金
 

５
０
０
万
円
以
内
 

▼
融
資
期
間
　
６０
か
月
以
内（
た
だ

し
、
設
備
資
金
、
公
害
除
去
設

備
資
金
が
５
０
０
万
円
以
上
の

場
合
８４
か
月
以
内
） 

▼
取
り
扱
い
金
融
機
関
　
但
馬
銀
行
、

み
な
と
銀
行
、
姫
路
信
用
金
庫
、

日
新
信
用
金
庫
、
中
兵
庫
信
用

金
庫
、
播
州
信
用
金
庫
、
兵
庫

県
信
用
組
合
の
各
小
野
支
店
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
商
工

振
興
係
（
�

　
１
９
２
８
） 

 

◯ 63

◯ 63

ひまわり・菜の 

花・コスモス畑 

ひまわり 

の丘公園 児童館 

市民 
農園 

新池 
公園 

共
進
牧
場 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
本

年
７
月
２５
日
任
期
満
了
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
際
に
設
置
す
る

期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
が
あ

り
選
挙
権
を
有
す
る
方
 

▼
立
会
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
に
開
設
予
定
の
期
日
前

投
票
所
 

▼
募
集
人
数
　
１
日
あ
た
り
２
名（
公

示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で
の
１６
日
間（
延
べ
３２
名
）） 

※
複
数
日
の
立
会
希
望
も
可
 

▼
立
会
時
間
　
８
時
３０
分
か
ら
２０

時
 

▼
報
酬
　
１
日
に
つ
き
１
２，
０
０

０
円（
源
泉
所
得
税
額
９７
円
を
含

む
） 
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融
資
・
農
業
・
選
挙
・
教
育
・
市
民
病
院
・
消
防
 

自
然
学
校
で
、
引
率
教
員
を
支

援
し
て
指
導
を
行
う
指
導
補
助
員
、

お
よ
び
救
急
処
置
の
で
き
る
救
急

員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
資
格
　
指
導
補
助
員
は
、
大
学

生
等
。
救
急
員
は
、
看
護
師
ま

た
は
養
護
教
諭
の
免
許
を
有
す

る
方
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
自
然
学
校
実

施
予
定
日
の
２０
日
前
ま
で
に
各

小
学
校
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

消
防
本
部
予
防
課
 

（
�

０
１
１
９
） 
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自然学校予定表 

河合小学校 
小野東小学校 
大部小学校 
来住小学校 
中番小学校 
小野小学校 
下東条小学校 
市場小学校 
 

6月 7日（月）～11日（金） 
6月14日（月）～18日（金） 
6月21日（月）～25日（金） 
 
 
 
 
7月 5日（月）～ 9日（金） 
 

学校名 
 

実施時期 
 

電話番号 
 

6月28日（月）～7月2日（金） 
 

地
域
の
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
！

地
域
の
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
！
 

地
域
の
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
！
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
 

　（
�

２
４
０
９
） 
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小野中学校 

河合中学校 

小野南中学校 

旭丘中学校 

小野特別支援学校 

学校名 実施時期 

本
年
４
月
か
ら
診
療
報
酬
の
改

定
に
よ
り
、
診
療
費
を
お
支
払
い

さ
れ
た
患
者
様
に
明
細
書
を
発
行

し
て
い
ま
す
。 

明
細
書
は
、
投
薬（
院
外
処
方
は

除
く
）・
注
射
・
検
査
・
処
置
な
ど

の
診
療
行
為
の
名
称
、
点
数
、
回

数
が
表
示
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
が

定
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

事
情
に
よ
り
明
細
書
の
発
行
を

希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
本
人
や

家
族
か
ら
の
み
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口
で
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
病
院
医

事
係（
代
表
�

２
０
２
０
） 

◯ 63

5月17日（月）～21日（金） 

 

5月24日（月）～28日（金） 

6月14日（月）～18日（金） 

河
合
地
区
に
あ
る
「
か
わ
い
快

適
の
森
」
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

山
火
事
予
防
看
板
と
通
報
ポ
イ
ン

ト
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

山
火
事
や
救
急
事
故
を
発
見
し

１
１
９
番
通
報
す
る
際
、
通
報
ポ

イ
ン
ト
看
板
に
記
載
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ス
名
と
番
号
を
伝
え
れ
ば
、

よ
り
迅
速
に
現
場
へ
向
か
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
　
 

ま
た
、
来
住
地
区
の
小
野
ア
ル

プ
ス
、
下
東
条
地
区
の
お
だ
子
午

線
の
森
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ハ
イ
キ
ン

グ
に
行
か
れ
た
際
は
ぜ
ひ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 

通
報
時
は
、
コ
ー
ス
名
と
番
号
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
 

http://w
w
w
.city.ono.hyogo. 

jp/̃syobo/

◯ 63
火災件数 

累計 3月 

平成 
22年 

平成 
21年 3

4

7

5

累計 
1 
0 
1 
3 
5

建物火災 
林野火災 
車両火災 
その他火災※ 
累計 

火災種別 

※雑草・廃材などの火災 

火災種別累計件数 

◯ 2913 
◯ 3192 
◯ 2755 
◯ 2735 
◯ 0043 
◯ 2725 
◯ 0033 
◯ 2745 
 

66 

63 

63 

63 

67 

63 

67 

63

トライやる・ウィーク実施スケジュール 

中
学
生
が
一
週
間
、
学
校
を
離

れ
地
域
や
自
然
の
中
で
、
生
徒
自

ら
が
選
ん
だ
様
々
な
体
験
活
動
を

行
い
ま
す
。 

▼
募
集
期
間
　
５
月
７
日
（金）
か
ら

２１
日
（金）
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）、
コ
ミ
セ
ン
等
に
備
え

付
け
の
「
期
日
前
投
票
所
の
投

票
立
会
人
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
）。 

▼
立
会
人
の
決
定
　
応
募
さ
れ
た

方
の
資
格
要
件
を
確
認
後
、「
投

票
立
会
人
承
諾
書
」
を
提
出
い

た
だ
き
、
委
員
会
で
選
任
し
、

委
嘱
し
ま
す
。 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委

員
会（
�

　
１
０
０
７
） 



▼
開
催
期
間
　
６
月
５
日
か
ら
８

月
７
日（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）１９

時
か
ら
２１
時
 

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
 

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一

般
男
女
で
初
心
者
か
ら
初
級
者
 

▼
定
員
　
２５
名
程
度（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
８
，
０
０
０
円
（
ス

ク
ー
ル
初
日
に
持
参
く
だ
さ
い
） 

▼
申
し
込
み
期
間
　
５
月
１０
日
（月）

か
ら
２５
日
（火）
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
総
合
体
育

館（
ア
ル
ゴ
）
窓
口
へ
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
テ
ニ
ス
協
会

役
員
奥
田（
�

０
９
０
　

―
　

７
４
９

１
　

―
　

０
９
７
２
） 

▼
主
催
　
市
テ
ニ
ス
協
会
 

 

広報「おの」　2010.519

●「工作教室」申し込み受付中 
日時　5月9日（日）10：00～11：00 
場所　図書館2階　児童閲覧室 
対象　市内在住の4歳から小学3年生 

　　　　（先着15名） 
内容　折り紙や簡単な工作 
申し込み方法　図書館窓口カウンターで申
し込みください（電話でも受け付け可）。 
※工作に必要な道具は図書館が用意します。 

図書館 
6262

5月のお話会 
1日（土） 
8日（土） 
15日（土） 
22日（土） 

10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
10：30～ 
14：00～　・14：40～ 

5月の休館日 

25日（火） 

●ストーリーテリング実践講座受講者募集 
　内容　受講者によるストーリーテリングと
講師による講評 
　日時　5月12日・6月9日・7月14日・9月8日・
10月13日（いずれも水曜日）10：15～12：00 

　場所　図書館２階　視聴覚ホール 
　対象　中級講座を当館で受講された方で５
回すべてに参加できる方。 

　定員　15名（先着順） 
　受講料　無料 
　講師　飯尾正子氏 

　申し込み方法　図書館備え付けの申込用紙
に必要事項を記入のうえ、申し込みくださ
い（ファクスでも受け付け可）。 

▼  
 

▼  
 

▼  
▼  
 

▼  
▼  

▼  

▼
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
▼  

▼
日
時
　
５
月
２９
日
（土）
９
時
３０
分

開
会（
受
付
９
時
か
ら
） 

※
小
雨
決
行
 

▼
コ
ー
ス
　
市
場
小
学
校
〜
山
田

川
河
川
沿
い
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

〜
鶴
池
・
亀
池
〜
山
田
の
里
公

園
〜
市
場
小
学
校
　
約
１２
㎞
 

※
山
田
の
里
公
園
で
「
い
ち
ば
美

食
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
が
、「
小

野
産
ふ
く
ほ
の
香
ラ
ー
メ
ン
」

を
1
杯
１
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。 

▼
集
合
場
所
　
市
場
小
学
校
運
動

場
（
神
戸
電
鉄
市
場
駅
よ
り
徒

歩
１０
分
） 

▼
駐
車
場
　
市
場
小
学
校
西
駐
車
場
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
参
加
賞
　
花
の
種
・
タ
オ
ル
 

▼
持
ち
物
　
水
分
補
給
用
ド
リ
ン
ク
 

▼
主
催
　
市
場
地
区
地
域
づ
く
り

協
議
会
・
神
鉄
ハ
イ
キ
ン
グ
・

お
の
ハ
ー
ト
フ
ル
歩
人
会
・
小

野
市
観
光
協
会
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
コ
ミ
セ
ン
い

ち
ば（
�

　
２
４
５
４
）
体
育
保

健
課（
�

　
２
５
９
１
） 

▼
日
時
　
６
月
６
日
（日）
か
ら
１０
月

１０
日
（日）
計
１０
回
 

９
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
 

▼
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
 

▼
対
象
　
市
内
の
小
学
１
年
生
か

ら
６
年
生
と
そ
の
親
 

※
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
小
学
生
 

▼
受
講
料
　
３，
５
０
０
円（
保
険

料
含
む
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
５
月
３１
日
（月）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
練

習
初
日
の
当
日
で
も
可
）。 

▼
そ
の
他
 

①
６
月
６
日
（日）
か
ら
、
練
習
し
ま

す
の
で
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
パ
イ

ク
使
用
可
、
４
号
ボ
ー
ル
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
雨
天
の
場
合
、
ひ
ま
わ
り
の
丘

公
園
に
て
申
し
込
み
受
け
付
け

説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

③
駐
車
場
は
、
第
２
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
井
上

（
�

０
９
０
　

―
　

８
９
８
６
　

―
　

７

７
２
４
） 

全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
小
野
大
会
開
催
記
念
 

小
野
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク
 

◯ 62◯ 63

5月のハートフル 
ウォーキングデー 

昨
年
度
よ
り
、
日
時
指
定
制
を

導
入
し
、
健
診
受
診
終
了
後
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

７３
.
４
％
の
方
が
、「
受
診
し
や
す

く
な
っ
た
」
と
回
答
さ
れ
、
指
定

ど
お
り
に
受
診
さ
れ
た
方
で
は
、

ほ
と
ん
ど
待
ち
時
間
が
発
生
し
ま

せ
ん
で
し
た
。 

※
指
定
日
時
に
ご
都
合
が
悪
い
方
は
、

「
自
由
受
診
時
間
」
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

５
月
末
よ
り
町
ぐ
る
み
総
合
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
前
段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

は
、
日
々
の
生
活
習
慣
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
本
人
が
気
付
か
な
い

う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
自
分
の
健

康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の

機
会
と
し
て
町
ぐ
る
み
総
合
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
で
、
本
年
８
月
１
日
以

降
も
引
き
続
き
交
付
希
望
の
方
は
、

左
記
の
と
お
り
、
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。 

▼
対
象
　
８
月
１
日
時
点
で
満
２０

歳
未
満
の
方（
引
き
続
き
一
定
の

医
学
的
基
準
を
満
た
す
方
。
詳

し
く
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
） 

▼
受
付
期
間
　
５
月
６
日
（木）
か
ら

６
月
３０
日
（水）
ま
で（
土
日
を
除
く
）

９
時
か
ら
１２
時
、
１３
時
か
ら
１７

時
３０
分
 

▼
提
出
書
類
　「
更
新
交
付
申
請
書
」

「
医
療
意
見
書
（
診
断
書
）」「
世

帯
全
員
の
住
民
票
」
な
ど
 

※
申
請
書
類
は
加
東
健
康
福
祉
事

務
所
か
ら
対
象
の
方
へ
郵
送
し

て
い
ま
す
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

兵
庫
県
北
播
磨
県
民
局
加
東
健

康
福
祉
事
務
所
　
地
域
保
健
課

（
�

０
７
９
５
　
５
１
１
１
） 

楽
し
く
栄
養
や
健
康
に
つ
い
て

学
び
、
地
域
に
健
康
づ
く
り
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

▼
期
間
　
６
月
か
ら
１２
月
ま
で（
原

則
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
・
全

１５
回
）午
前
中
 

▼
場
所
　
社
総
合
庁
舎（
加
東
市
社

字
西
柿
１
０
７
５
番
地
２
） 

▼
対
象
　
家
庭
と
地
域
の
健
康
づ

く
り
に
実
践
意
欲
の
あ
る
方（
男

女
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
） 

▼
内
容
　
食
生
活
を
中
心
と
し
た

健
康
づ
く
り
を
目
指
し
、
栄
養
・

運
動
・
休
養
に
つ
い
て
仲
間
と

楽
し
く
学
び
ま
す
。 

▼
定
員
　
４０
名
 

▼
参
加
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
・

調
理
実
習
費
等
は
実
費
負
担
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
５
月
２４
日
（月）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�

３
９
７
７
） 

 

３
月
に
配
付
し
た
町
ぐ
る
み
総

合
健
診
申
込
書
の
記
載
が
一
部
誤

っ
て
い
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

４０
歳
か
ら
７４
歳
で
特
定
健
康
診

査
を
受
診
さ
れ
る
方
は
「
受
診
券
」

が
必
要
で
す
。
必
ず
健
診
当
日
ま

で
に
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

組
合
か
ら
受
診
券
の
交
付
を
受
け
、

健
診
会
場
に
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
を
持
参
さ
れ
な
い
方
の
自

己
負
担
は
６，
４
０
０
円
で
す
。 

な
お
、
小
野
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
４０
歳
か
ら
７４

歳
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。 
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◯ 42

〜
私
た
ち
の
健
康
は
　
私
た
ち
の
手
で
〜
 

◯ 63

●
昨
年
度
よ
り「
日
時
指
定
制
」を
導
入
 

●
特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
る
方
へ
 

申
し
込
み
締
め
切
り
は
４
月
９

日
で
し
た
が
、
申
し
込
み
を
引
き

続
き
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
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②
個
別
健
診
 
肺
が
ん
検
診
の
個
人
 

負
担
金
 

4
0
0
円
 

6
0
0
円
 

（
７５
歳
以
上
無
料
） 

誤 正 

健診内容 
健診名 対象者 検査内容 

※詳細については、3月に配付した案内書またはホームページを参照してください 

尿検査（糖・蛋白）、血圧、身体計測、血液検査 
（血中脂質・血糖・HbA1c・肝機能・貧血） 
※心電図・眼底検査は医師が必要と認めた方 
 
 
バリウムによるＸ線撮影 
検便 
血液検査 
血液検査 

胸部レントゲン撮影 
 

20～39歳の方 
75歳以上の方 
40～74歳の方 
 
 
40歳以上の方 
40歳以上の方 
50歳以上の男性 
40～70歳の方 

40歳以上の方 
 

 
 
特定健康診査 
肺がん検診 
アスベスト検診 
胃がん検診 
大腸がん検診 
前立腺がん検診 
肝炎ウィルス検診 

基本健康診査 
 



●「ＮＩＥ成人講座」受講生募集 
　講演　新聞記者の裏話について・新聞のできる
まで（製作と工夫） 
　日時　5月22日（土）13：30～15：30 
　場所　コミセン下東条　集会室 
　定員　30名（市内在住、在勤または在学の方優先）
※応募者多数の場合は抽選 
　受講料　無料 
　講師　一木 仁氏（神戸新聞社NIE推進室 室長） 
　申し込み方法　市内コミセン窓口に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入のうえ、コミセン下
東条窓口へ申し込みください。 
 

●市民ギャラリー展示案内 
●「きすみの野鳥の会とかわいい笑顔写真展」 
　　（きすみの野鳥を守る会） 
　　5月3日（月）～15日（土） 
●「日中青少年交流展 出品作品の展示」 
　　（市内小・中学生による書の掛軸） 
　　5月17日（月）～29日（土） 
●市民ギャラリー出展者募集 
市民ギャラリーへの出展者を募集しています。 
ご自身の作品を展示してみませんか。 
　出展期間　7月12日（月）～24日（土） 
　　　　　　7月26日（月）～8月7日（土） 

本年度も、「市民が考える小野名画
劇場実行委員会」のメンバーで協議し、
厳選した名画をそろえ開催します。 
本年度の小野名画劇場の幕開けは、

『麗しのサブリナ（無料）』です。 

6回12作品の小野名画劇場をすべて
鑑賞できる「小野シネマゴールドカー
ド」を発売中です。 
●価　格　1枚2,000円（6回通し券） 
　　　　　※当日券は700円 
●特　典　家族、友人等に貸借ができ
　　　　ます 

●発売場所　市民会館、各コミセン、　
　　　　うるおい交流館エクラ、　
　　　　 好古館、図書館 

●問い合わせ先 
　　　　　 市民会館 

▼  
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
▼  

▼  

「麗しのサブリナ」　※無料 
「サンセット大通り」 
「ディア・ドクター」 
「素晴らしき哉、人生！」 
「60歳のラブレター」 
「山の郵便配達」 
「不毛地帯」 
「イヴの総て」「帰郷」 
「心の旅路」「切腹」 
「夫婦善哉」「おとうと」 

タイトル 上映日 
5月15日（土） 
6月19日（土） 

 
7月17日（土） 

 
9月  4日（土） 

 
10月16日（土） 
11月20日（土） 
12月18日（土） 

▼
 

広報「おの」　2010.521

市
民
会
館

情
報
 

IN
FO
R
M
ATIO

N

（
�

◯
1
0
2
0
・
　
◯
1
1
3
8
） 

63

63

「宝くじふるさとワクワク劇場」の第3部「ほ
のぼのコメディ劇場」への出演者を募集します。 
●申し込み方法　ハガキ、ファクス、またはメ
ールにて、住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢、
電話番号を記入のうえ応募してください。 
〒675‐1380 
小野市王子町806番地の１　　 
小野市民会館「宝くじオーディション」係　 
ＦＡＸ　◯1138 
　　　　cc-ono@city.ono.hyogo.jp 

●申し込み締め切り日 
5月28日（金）当日消印有効 

●選考方法　申し込まれた方には、公開オーディ
ションを行います。 
公開オーディション 

●日時　6月20日（日）14：00～　 
●場所　コミセンおの　コミュニティホール 
 
●問い合わせ先　市民会館 

5月15日（土）　市民会館大ホール 
 上映時間　 

①10：00～（9：30開場） 
②13：00～ 
③16：00～ 
 

63

●短期講座生募集 
本年度、第２回目の短期陶芸講座生を募集しま

す。 
今回は、「ウェルカムボード・花壇プレート」

づくり講座を開催します。見本等を参考に、タタ
ラで形づくりを行い、素焼き後に絵付けをします。
手づくりの作品でお庭や玄関を明るくしてみませ
んか。 
　日時　１日目 6月15日（火）・2日目 6月29日（火）
13：30～16：00 
　場所　あお陶遊館アルテ 
　定員　20名（先着順） 
　受講料　1,300円（市外の方1,900円） 
　※絵付け代含む 
　申し込み期間　5月5日（祝）～25日（火） 
　申し込み方法　あお陶遊館アルテ窓口に備え付
けの申込書に必要事項を記入のうえ、申し込み
ください。 
　申し込み・問い合わせ先　あお陶遊館アルテ 

おの夢館では、手作りサークルメダカ（代表・
吉岡好子さん）14名の皆さんによる手作り作品展
を開催します。毛糸を使った人形や動物の作品、
押絵など可愛く楽しい作品が一杯です。 
　場所　おの夢館ギャラリー 
　期間　5月1日（土）～31日（月） 
　開館時間　10：00～17：00（水曜日休館） 

▼  
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
▼  
 

 
▼  

▼  
▼  

▼  

（都合により変更する場合があります） 

5/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
 
 

26 
27 
28 
29 
30 
31 
6/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
 
 
（水） 
（木） 
（金）親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 

 
 
 
 
 
 
母の日のプレゼントを作ろう（10：00～15：00） 
パパサタサロン「母の日のプレゼント作り」 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
おはなしを楽しもう 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなで体操1・2・3 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
みんなであそぼうリズムにのって 
 
パパサタサロン「お話を楽しもう」 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
みんなでお祝いハッピーバースデー 
 
 
みんなで体操1・2・3 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
 
 
 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
紙皿フリスビーを作ろう 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
みんなで体操1・2・3 
みんなであそぼうリズムにのって 

日 
ふれあいタイム 

11：00～11：30（遊戯室） 
つどいの広場 

10：00～15：00（集会室)

エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
 
 
 
 

おたのしみPOCO

エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
0歳児・ほのぼのひろば（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
サークル広場 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
5月生まれのお友だち集まれ！（10：00～10：30） 
 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
1歳児さん集まれ！（10：30～） 
親子で自由あそび 
　　　　　　 ― 
2歳児以上さん集まれ！（10：30～）　　 
　　　　　　 ―　　　　　　  
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
0歳児・ほのぼのひろば（10：30～）　　　　　　
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
ほっと☆mam広場 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
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　パネルシアターを見よう 
（10：30～11：30）※2歳児以上対象 

　わらべうたあそびを楽しもう 
（10：30～11：30）※1歳児対象 

●でまんど・チャイコム♪ 
　「親子で季節を感じながら遊ぼう」 
地域に出向く出前児童館を八ケ池龍翔ドームで
開催します。親子でスキンシップをはかりながら
体操をしたり、ふれあい遊びがいっぱいつまった
プログラムでみんな一緒に遊びませんか。 
児童館からデマンドバスに乗って、参加するこ
ともできます（デマンドバス利用者は先着36名）。 

　日時　5月25日（火）10：00～11：30 
　場所　八ケ池龍翔ドーム 
　対象　子育て中の親子 
　定員　100名（先着順） 
　講師　にしのみや遊び場つくろう会  
　　　 代表 米山清美氏 
　参加料　無料 
※デマンドバス利用者は、運賃が必要です（大人
往復200円）。 

　持ち物　飲み物・タオル 
　申し込み方法　児童館備え付けの申込用紙に必
要事項を記入のうえ、申し込みください（ファ
クスも可）。 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
 

▼  
 

 
▼  

▼  

 　25（火） 
 

でまんど・チャイコム♪龍翔ドーム 
 (10：00～11：30)　※申込者対象 
みんな一緒にお話を聞こう（11：00～11：30） 

親子で自由あそび 

　　　　　　 ― 



お気軽にご相談ください。 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。 

市民・行政 月～金曜日 
9：00～17：00 

法　律 5月12日（水）、26日（水） 
13：30～16：00 

※予約は6日の9時から受付します。 

市民サービス課相談室 
要予約 

生活上の問題・行政に関する相談 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

人　権 

農　地 

特設人権 

あんしん窓口 

消費生活 

高齢者総合相談 

住宅改造 
（高齢者・障がい者向） 

ふれあい福祉 

障がい者総合相談 

精神障がい者 

知的障がい者 

身体障がい者 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

乳幼児育児相談 

子育て 
安心ダイヤル 
思春期 

ホットダイヤル 
乳幼児発達相談 

不登校相談 

乳幼児育児不安 

女性のための相談 

母子自立 

女性のための 
医療相談   

いじめ等相談窓口 
（ＯＮＯひまわりほっとライン） 

税務相談 

法律相談 

外国人生活相談 

面接相談は要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

5月19日（水） 
13：30～15：30 
5月7日（金） 

10：00～15：30 

5月12日（水） 
10：00～15：00 

コミセンおの302号室 

コミセンおの304号室 

コミセンおの205号室 

月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：00 

生活環境グループ 

西庁舎会議室 

月・水・金曜日 
9：00～17：00 

（3日・5日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～17：00 

月～金曜日 
9：00～17：00 

火・木曜日 
10：00～15：00 
（4日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～17：00

5月21日（金） 
13：00～15：00 

5月16日（日） 
10：00～12：00 
5月20日（木） 

10：00～12：00 

木曜日 
9：00～12：00 

月～金曜日 
9：00～16：00 

月～土曜日 
10：00～17：00 
5月19日（水） 
9：45～11：00 
5月12日（水） 
9：30～10：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
5月17日（月） 

13：00～16：00 
月～金曜日 

13：00～17：00 

月～土曜日 
9：00～16：00 

木曜日 
（電話相談）9：30～11：30 
（面接相談）13：00～16：00

月・水・金曜日 
9：00～16：00 

（3日・5日は休みます） 

木曜日 
13：30～16：00

月～金曜日 
9：00～17：00 

5月6日（木）、20日（木） 
13：00～16：00 
※受付は15：30まで 
毎月第1土曜日 

13：00～16：00 

人権に関すること 

農地に関すること 

小野市民病院 
地域医療室内医療福祉相談室 

医療福祉に関する悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

うるおい交流館エクラ 
事務室 生活上の問題 

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

看護師による「医療に関する悩み」 
など 

ヒューマンライフグループ 
相談室 

いじめ、虐待、DV、セクハラなど 
いじめ相談 

（6日）第2庁舎第1会議室 
（20日）本庁舎3階第1会議室 税金に関すること 

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること 

子どもの健康・栄養・発達に 
関すること 

体のこと・性のこと 

発達に関する相談 

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談 
で応じます 

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

乳幼児の子育ての悩みなど 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

女性が抱えるさまざまな問題 
※託児可能（要予約・無料） 

保健センター 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

老人福祉センター 
「みやま荘」さくらの間 

生計、職業、住宅、家族の悩みなど 

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に 
おける相談 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

特に発育・栄養に関すること 

育児・発達・離乳食相談 

児童館チャイコム 

日常生活上での悩みごと 

高齢介護課相談室 介護・認知症に関する相談等 

福祉事務所相談室 
高齢介護課相談室 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 
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市民サービス課 
◯1013 63

農業委員会 
◯226663

人権啓発推進グループ 
◯1243 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

生活環境グループ 
◯1686 63

地域包括支援センター 
◯2174 63

高齢介護課・社会福祉課 
◯1011 63

社会福祉協議会 
◯2574 63

障害者地域生活・相談支 
援センター 

◯1000 内線725・735 63

社会福祉課障害福祉係 
◯1011 63

子育て支援課 
（家庭児童相談室） 

◯1645 63

児童館チャイコム 
◯7020 62

保健センター 
◯3977 63

適応教室 
◯4175 63

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

◯8428 62

男女共同参画センター 
相談専用電話 
◯8250 63

子育て支援課 
◯1645 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

国際交流協会事務局 
◯6763 62

いじめ担当グループ 
◯4110 62

近畿税理士会・社支部事務局 
0790◯1897 49

小野交通安全協会事務局 
◯1410 62
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5
月
の
休
館
日
　
２５
日
（火）
 

東儀秀樹 



県では、ため池や水路等を
整備するにあたり、豊かな生
態系等環境に配慮した取り組
みを県全土に広げるため、諮
問機関を設置し、環境保全の
先進的な取り組みを行った地
区を表彰しています。 
このたび、農地・水・環境
保全向上対策活動やおだ子午
線の森林ボランティア活動など、
広く市民活動を展開している
南小田自治会が設立した「南
小田廣瀬谷池ため池協議会」
の「廣瀬谷池」改修計画が、
新規計画部門の最優秀賞を受賞。
自然環境の保全など地域ぐる
みで実践しようとする点が高
く評価されました。 
　　　　　　　　  （産業課） 

広報「おの」　2010.525

koryu.ono@ksks-arche.jp 
� ◯ 6763　 FAX ◯ 2400 
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今夏、姉妹都市米国カリフォルニア州リン
ゼイ市より7名の高校生（女子6名･男子1名）が
来市します。 
そこで、訪問団団員のホストファミリーを
募集します。国内に居ながらの国際交流を体
験しませんか？ 
●滞在期間　7月28日(水)～8月6日(金) 
●募集家庭　4家庭 
　　　　　　・女子3家庭（2人1組） 
　　　　　　・男子1家庭（1人1組)  
※女子１人を受け入れ可能な場合は、事務
局に申し出てください。 

●募集期間　5月1日(土)～20日(木) 
※申し込み多数の場合は、選考のうえ決定し
ます。また、受け入れ前に説明会を開催予定。 
●問い合わせ・申し込み先　協会事務局 

リンジ－・イバラ 
 

サマンサ・ 
サンタマリア 
 

カサンドラ・ 
ギテレス 
 

サラ・ 
ホワイトヘア 
 

ソニア・ナジェラ 
 

ジャネット・ 
ギテレス 
 

タイラー・アロヨ 

新成人18名で構成する成人式実行委員会が企画運営した、
成人式が「第10回成人式大賞」（新成人式研究会主催・文部科
学省後援）で、全国から応募があった82件の中から見事「成
人式貢献賞」に輝きました。 
昨年度は全国第１位である

「大賞」を受賞し、今年度は「大
賞」受賞自治体のうち、内容
がさらに発展・向上している
自治体に贈られる「貢献賞」
を受賞しました。これで成人
式大賞の入賞は7年連続とな
ります。 
表彰は、3月29日に埼玉県
で開催された「第10回成人
式フォーラム」で行われまし
た。 
 
「2011成人式」実行委員を大募集！ 
一生に一度、皆さんの思い出に残る成人式をあなたの
手でプロデュースしてみませんか。 
● 対　象　  平成2年4月2日から平成3年4月1日生れの方 
●募集人数　16名程度 
●申し込み・問い合わせ先　いきいき社会創造課（� ◯ 2445） 

服
部
総
一
郎
年
行
司
長 
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コミセン下東条にて、合同
安全部会が開催されました。
老人会による見守り隊の実績
報告や、声かけ事案等の問題
点を各町ごとに発表。子ども
の安全を守るという活動が単
年度で終わらせることなく、
また、子ども自身の“守る”
という意識と行動を家族・学校・
地域全体で培っていくことを
確認しあう有意義な会合とな
りました。 
（下東条小学校区　藤原登代子
さん・山森かおるさん） 
 

今年の目玉は、手作り看板等
による江戸町の再現。前日から、
はしごを使って、紙で作成した
江戸町風の瓦屋根や壁を設置。
見事な出来栄えでした。 
当日は、冷たい雨の降るなか、
武者歩き、おの恋ワールドのパ
レードや、落語、ライブ、ギャ
ラリーなどに、大勢の方が参加
し、楽しみました。 
このまつりは、小野地区地域
づくり協議会のメンバーが企画
から準備、運営までを行ってい
ます。 
（小野小学校区　橋本 基さん） 
 

小野交通安全協会から交通
安全ランドセルカバーを、小
野防犯協会から防犯啓発オリ
ジナル定規を、それぞれ市内
の新小学１年生に対して寄贈
していただきました。 
　　　　　　　（教育委員会） 

春の陽気で暖かい中、登り
が大変そうでした。しかし、
小野アルプス惣山（小野富士）
山頂では、つつじが咲き始め、
明石海峡大橋も見ることができ、
参加者は、疲れを忘れたよう
な笑顔になっていました。約4
時間の登山を終え、豚汁・ゆ
ず湯をいただき、疲れを癒し
ました。 
（来住小学校区  山本美加子さん） 
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まちの特派員による 
取材記事などを紹介 

江戸町屋や商人の雰囲気を演出 

 

夢いっぱい舞台での太鼓演奏 

 

桜が満開に咲き誇るなか、
市内の新小学生488名、新中
学生532名（特別支援学校を
含む）の入学式が、行われま
した。 
新たな学校生活にわくわく
どきどきと胸を躍らせながら、
一歩を踏み出した子どもたち。
今後の活躍を期待しています！ 
　　　　　　（教育委員会） 
 



渉真大好き！ 
元気でまっすぐ大きくなっ 
てね　　（母　久美子さん） 

EXILEと吉宗大好き 
　　　　　　　（父　梓さん） 

パパみたいに、いつも明る い晴琉でいてね 
　　　　　　　（母　泉さん） 

ニコニコ笑顔が癒し系の 

煌くん。 
蓮兄ちゃんと仲良くね！ 

　　　　　（母　昌美さん）
 

た な か ゆ う ご  

絵本と音楽が好きなゆう 
ちゃん♪ 
優しくて強い子に育ってね。 

　　　　（母　佳寿子さん） 

は せ が わ  ま ほ  

笑顔が素敵まほちゃん 
これからもみんなを癒し 
てね 
　　　（母　美智子さん） 

は せ が わ  り ほ  

好奇心いっぱいのりほちゃん 

姉妹仲良く、元気に育ってね♪
 

　　　 　（母　美智子さん）
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神戸電鉄樫山駅の西方にある巨石です。源平合戦
の頃、三草の合戦を終えた源義経は、一ノ谷へ向か
う途中、樫山に立ち寄り、この石の上に腰を掛け、
ひと休みしたとのことです。 
この近くには、弁慶が投げて積んだとされる「弁
慶の重ね石」や、義経が老女にもらったハッタイ粉
を食べて坂道を登ったと伝わる「粉喰坂」、義経が
お礼に年貢を免除し
たと記された「国位
田碑」、義経の家臣亀
井六郎が矢を放ち水
が湧き出したと言わ
れる「亀井が淵」と
いった源義経ゆかり
の場所があります。 

神戸電鉄樫山駅周辺 アクセス 

小野市いけばな協会は、未生流（庵家）・嵯峨御流・
未生流・佳生流・容真流・古流聖古苑の6流派が所属し、
年に1、2回いけばな展を開催し、市内外の方々から大変
好評を得ています。 
普段は、それぞれの流派が各教場にて、古典的な花

形や自然的なもの、または、造形的な現代風の花形など、
各流派の特徴ある形態を伝承しています。 
しかし、すばらしい伝承芸術と言われるいけばなを、

簡単に活けられるものではありません。一枝一輪の花
に心を込めて挿し、一時を無の境地にする必要があり
ます。 
皆さんも花の心を探してみませんか。入会をお待ち

しています。入会を希望される流名がありましたら紹
介致します。 

広報「おの」　2010.5 26

寄贈された当時の記録写真 
 

市長を表敬訪問されたバログ氏 

かめい　　 ふち  

こ く い ざ か  

ねんぐ  

こ く い  

で ん ひ  

けい　    かさ　    いし 

べん 

問い合わせ先 
　会長　山本武司（�◯470 0） 
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詳しくは、ホームページ「北播磨い 
きいき情報」をご覧ください 
当番病院は、消防署（�◯0119） 
で確認のうえ受診してください 
 

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

日   月   火   水   木   金   土 Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

最新情報は 
http://www.onokato-med.or.jp/ 

内　容 対　象 日　程 時　間 場　所 
  

※教室には、開始時刻までにお越しください。 

曜　日 診療時間 

◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

篠原医院 
粟生町 
65-2810 

緑駿病院 
復井町 
66-2020

伊佐治医院 
神明町 
63-7887

松尾内科 
黒川町 
64-0880 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

山口内科医院 
本町 
64-0202
小野市民病院 
中町 
63-2020 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

井上医院 

岡村医院 
敷地町 
62-4300

小野市民病院 
中町 
63-2020 

清水内科クリニック 
敷地町 
62-1005
福岡クリニック 
神明町 
63-1600

加東市社 
0795-40-0202

ふるもとクリニック 神医院 
加東市森 
0795-47-0144

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

森下クリニック 
　加東市社 

0795-42-0024

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

　加東市沢部 
0795-42-1190

つぼた小児科医院 
西本町 
62-2752

柏木医院 
船木町 
67-0199

岡村医院 
敷地町 
62-4300

まつい子どもクリニック 
敷地町 
63-7366

小島クリニック 
王子町 
64-2727

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

岡田内科医院 
市場町 
62-7366

井岡医院 
菅田町 
67-2367

土井病院 
復井町 
66-2119

土井病院 
復井町 
66-2119

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048

復井診療所 
復井町 
66-7318

依藤診療所 
本町 
63-0028

依藤診療所 
本町 
63-0028

青山医院 
加東市吉井 
0795-46-0321

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

赤羽目医院 
加東市北野 
0795-48-5058

赤羽目医院 
加東市北野 
0795-48-5058

吉川医院 
加東市社 
0795-42-0105

篠原医院 
粟生町 
65-2810
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※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービス（�◯7119）または、 
　消防署（�◯0119）で確認してください 
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加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511
ふるもとクリニック 
　加東市社 

0795-40-0202

伊佐治医院 
神明町 
63-7887

嬉野診療所 
　加東市山国 

0795-42-8477

ますむら医院 
加東市上滝野 
0795-48-0704

ますむら医院 
加東市上滝野 
0795-48-0704

清水内科クリニック 
敷地町 
62-1005

ひまわりクリニック 
神明町 
62-7209

ひまわりクリニック 
神明町 
62-7209

桂医院 
加東市大門 
0795-43-0252

松本小児科医院 
加東市社 
0795-42-5105

人　口　50,540人（前月比  －23） 
　男　　24,684人　　　女　　25,856人 
世帯数　18,460世帯　　面積　  93.84㎞2

 


